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　京都大学の福利厚生施設である吉田寮は、寮生全員で構成する吉田寮自治会が自治・自主

管理による運営を行なってきました。吉田寮に関する重要なことがらは吉田寮自治会と京都

大学執行部との対話を通じて決めてきたという長年の経緯も踏まえ、今回の京都大学総長選

に際して、候補者各位のお考えを質問させていただきたいと思います。 

 

　ご多用の所恐縮ではありますが、候補者各位におかれましては質問へのご回答にご協力い

ただくようお願い申し上げます。質問の内容、前提となるこれまでの経緯についての詳しい

説明が必要であれば、誠意をもって応対しますので吉田寮自治会 

（yoshidaryo.jichikai@gmail.com/ 京都市左京区吉田近衛町69番地 京都大学吉田寮）まで

ご連絡ください。 

　 

　ご回答は、2026年6月4日(木)までに、吉田寮自治会まで郵送ないしメールにてお送りくだ

さい。 

　なお、この質問状へのご回答は、京都大学学内外への情報共有を目的として、公開させて

いただくことをご承知ください。  



 

 

-質問- 

 

【質問1】 

　吉田寮に関する決定は従来、京都大学の執行部や担当部署と吉田寮に住む当事者の間での

合意形成を経て行われてきました。2018年に行われた話し合いを最後に、両者の間での話し

合いが行われない状況が続いていますが、私たち当事者としては対話による問題解決が望ま

しいと考えています。 

　これについて、どのようにお考えでしょうか？ 

 

【質問2】 

　京都大学執行部は従来、副学長情報公開連絡会を通じて学内構成員である学生への情報共

有と意見交換を行なってきました。2016年に開かれたのを最後に、副学長情報公開連絡会は

廃止され、代替として学生意見箱が導入されましたが、学生意見箱は公開の場での逐次的な

やり取りではなく、対話の場として十分に機能しているとは言えません。例えば、回答する

側が回答対象の意見を恣意的に選別することも可能であり、また回答に対して再度意見を述

べて議論を深めるのにも不向きであるといった問題があります。 

　私たちとしては、副学長情報公開連絡会、もしくはそれに相当するものを再開することが

望ましいと考えますが、どのようにお考えでしょうか？ 

 

【質問3】 

　京都大学に通う学生の中には、様々な経済的困窮を抱えた人がいます。特に、近年の物価

高により賃料や生活費が高騰し、学術研究活動に支障をきたす学生も実際に存在します。こ

れまで、京都大学独自の授業料免除制度が運用されてきましたが、2026年度以降の入学者に

対しては打ち切るという措置が、学生・教職員らの反対意見があったにもかかわらず取られ

ました。 

　こうした状況で、学生が安心して学術研究活動に専念できるように、京都大学としてなす

ことのできる学生支援の拡充について、どのようにお考えでしょうか？ 

 


	京都大学総長選候補者への公開質問状 

